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台風接近時に観測点で未来の風速一頻度

スペクトルを予測する基礎的考察＊

苅屋公明＊＊古市正生＊＊＊

　要　旨

　観測点に台風が接近するとき，観測時刻以後の風の吹き方を予測することは農作物の被害，建築現場の災

害，都市内の落下物による被害等の地域災害の防災に寄与する所が大である．本論文は，観測時刻以後の風

速頻度スペクトルを観測点で得られる測定データのみを用いて予測する方法を提案するものである．まず風

速信号の振幅確率密度分布推移計測法を示し，次に台風接近時の観測点の気圧と風速の相関関係を，台風接

近時に1時間ごとに10分間測定した風速信号の振幅確率密度分布推移データを基に示す．その上で，台風接

近時に観測時刻以後の気圧の予測から平均風速を予測して，その平均風速に対する正規化風速スペクトルを

求め，当該台風接近の風の吹き方の性質を用いてこのスペクトルを修正する方法で未来の風速頻度スペクト

ルを予測する方法を示す．なお，この研究の背景にはSchloemerの気圧分布式が参照された．

　1．はしがき

　台風接近時に観測点で任意の測定時間を決めて一定時

間間隔ごとに測定される風速情報（平均，最大，最頻風

速など）は，同時に測定される気圧傾度と強い相関を有

する．これは気圧分布と風速分布に一定の関係があると

する高橋モデル（1939），Schloemerモデル（1954），原

ロモデル（1976），Schloemerモデルを発展させたHo1－

landのユニバーサルモデル（1979）などから明らかで

ある．Schloemerの気圧モデルによると，観測点の気圧

は台風の規模，中心気圧，台風の中心と観測点間の距離

に支配される．故に台風接近時に観測点で測定される風

速はこれらの時間的変化に従い，当該台風接近の風の吹

き方の性質を示す．一方，観測点で測定される一定時間

中の風速値の頻度分布（これを風速頻度スペクトルと呼

ぶ）は一次的にその時間中の平均風速に対する正規分布
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で与えられる（これを正規化風速スペクトルと呼ぶ）

（畠山，1969）．

　これらの関係を基に，予測した観測時刻以後の気圧か

ら気圧傾度を求め，平均風速を算出して正規化風速スペ

クトルを与え，これに風の吹き方の性質を与えると観測

時刻以後の風速頻度スペクトルを予測することが可能に

なる．

　本論文では，まず風速信号の振幅確率密度分布推移計

測法を示し，次に台風接近時に観測点の風速頻度スペク

トルを予測する基本的な背景とする気圧傾度と風速との

相関および風の吹き方の性質をSchloemerの気圧モデ

ル式と対比させながら示す．そして，台風接近時の平均

風速と風速頻度スペクトルの一般的関係（これを平均化

風速スペクトルと呼ぶ）を求め，正規化風速スペクトル

に定式化する．最後に予測した正規化風速スペクトルを

風の吹き方の性質によって修正し，風速頻度スペクトル

を最終的に予測する方法を示し，合わせて常微分方程式

の数値解法（例えば，森田，1971）を利用した気圧の未

来値を予測する方法を示す．

2．風速信号の振幅確率密度分布推移計測法

一般に，ランダムな連続信号の振幅確率密度分布を測
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第1図　研究に使用しているシステム．
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第2図　研究に使用した風速計，風向計，気圧計．

定するには，サンプリングした信号振幅をA－D変換し，

一定時間中の同一ディジタル数に対する頻度分布を作成

する．このハード的作業にはシグナルプロセッサやマイ

クロコンピュータが使われるが，精度，動作確度からは

放射線計測領域で発達した波高分析器（Pulse　Height

Analyzer）（例えば，佃，1969）を用いるのが好ましい・

その理由はWilkinson型の優れた精度をもつA－D変換

32

器が内蔵されていることと直接振幅確率密度分布をブラ

ウン管にディスプレィすることができ，かつY－Tレコ

ーダ，X－Yレコーダ等に記録でぎる単能的なメモリー

構造になっていることがあげられる．著者らは第1図に

示すシステムを構成して，1測定時間中（現在は10分）

の風速信号の振幅確率密度分布すなわち風速頻度スペク

トルを一定間隔ごと（現在は50分）に測定し，スペクト

、天気”29．1L
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第3図　風速信号の振幅確率密度分布推移の1例．

ルの推移状況を観測している．風速以外には気圧の変化

と風向頻度スペクトルの推移を観測している．風速信号

は第2図（a）のように標準形3杯風速計の回転速度を

光電一デイジタル検出し，計数率計でD－A変換した電

圧信号を，風向信号は同図（b）の方法で光電一アナ・

グ変換した電圧信号を，さらに気圧信号は（c）のよう

に標準自記記録計のべ・一ズの変位を差動変圧器によっ

て電圧に変換した信号を用いている．とくに風速信号は

標準形3杯風速計の発電機の出力信号が整流回路の時定

数にによって直線性を失う（矢島，秋山，1968）ので，

デイジタル検出をおこない，計数率計で標準偏差を一定

とする方式を採用し（Kariya，Shimada，1977），風向信

号は風向頻度スペクトルの推移特性も把握でぎるよう

に・サンプリングしやすい電圧信号とした（Kariya，

Makino，1978）．

　風速信号と風向信号の頻度スペクトルの推移および気

圧はコントローラによって自動記録制御されるが，コン

トローラにはシーケンスコントローラやマイクロコンピ

ュータが有効な役割を果たしている．第3図は自動記録

1982年11月

される風速，風向頻度スペクトルの推移および気圧信号

の変化の一例である．

　3・台風接近時の観測点における気圧傾度（または気

　　圧時間差）と風速との相関および風の吹き方の性質

　台風の風速分布モデルは気圧分布モデルから誘導さ

れ，先に示した如く，多くの人達によって研究されてい

る．これらのモデルの適合性が高ければ，台風の中心か

ら距離7離れた観測点の気圧．P・と風速毎の瞬時，瞬

時の値の間には一定の関係が成立し，また台風の進行に

伴う時間と距離の間に直線関係があるならば，観測点の

風速は風速分布モデルと同じ形を示すはずである．この

ことは第4図から明らかである．この図は気圧分布モデ

ルにSchloemerのモデルを，風速分布モデルに著者ら

がSchloemerの気圧分布モデルから誘導したモデルに

よって描いた図で，任意の時刻あにおける観測気圧，

平均風速をそれぞれ・P。p（の，う・p（ので示してある．し

たがって，より適合性の高い気圧分布モデルと風速分

布モデルが構成されることは望ましく，原ロモデルや
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Hollandのユニバーサルモデルは，従来のモデルを検討

した上で多くの擾乱に適合し得るモデルに発展させた成

果として注目される．けれども，これらの研究成果を見

ても，一般的には気圧分布モデルの適合性は高いが，風速

分布モデルの適合性は低い．第5図は著者らが1971年か

ら1979年までに京都で観測した台風のデー一タおよび気象

庁が発表した著名な台風5915（伊勢湾台風）のデータに

よってSchloemerのモデルを用いて気圧分布と風速分

布を求めた結果である．（a）は著者らが観測したデー

タのうち中心示度が940，960，980（mb）のものを，

（b）は台風5915について中心示度が920，940，960（mb）

のものを示してある．

　この図からも明らかなように，風速分布にはちらばり

が目立つ．この原因としては台風の進行に伴う時間と距

離の関係が放物線形を描く台風のコースと転向点付近の

速度（遅い）と転向後の速度（速い）によって，一意に

決まらないことや，観測点で測定される風が地形や建造

物の影響を受けることなどが考えられる．したがって，

台風接近時に観測点で測定する風速は，単に平均風速で

はなく，風速値の頻度分布として把握することが望まし

34

い．そして，さらに頻度分布の推移を観測すれば，大気

の運動方程式や風速分布モデルに含まれない諸々の要素

をも含んだ台風接近時の観測点における風の吹き方の性

質を把握することが可能になる．

　気圧分布モデルの適合性が高く，風速分布モデルの適

合性が種々の要因に左右されるとすれば，未来の風速を

予測する基準には気圧を用いるべぎである．いま，何ら

かの方法で未来の気圧を予測できたとすれば，未来の風

速を予測するには，次の二つの方法が考えられる．

　その1．気圧分布モデル式を構成するパラメータ（中

心気圧，台風の半径，観測点と台風の中心間の距離など

の要素）やそれらの結合パラメータの時間的変化と風速

の時間的変化の関係を調べ，この間に一定の関係があれ

ば，これを用いる．

　その2．旋衡風を与える式が教えるように気圧傾度と

風速間には強い相関があるので，回帰直線（または曲線）

を求め，これを利用する．

　著者らは，その1．について，気圧分布と風速分布の検

討に使った1971年から1979年までに京都で観測した台風

の主要なもの，7119，7123，7206，7916，7920，および

穐天気”29．11．
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の時間的変化と気圧jP。Pおよび平均風速万。Pの変化との関係．
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台風接近時に観測点で未来の風速一頻度スペクトルを予測する基礎的考察

台風5915（伊勢湾台風）の潮岬の観測値（気象庁の発表

データによる）について個別にSchloemerの気圧分布

モデル式の近似式

幅＋（㌃跳）exp（一六）

　　　÷．」P。。一互（．P。。rP。）　　　　　　　（1）

　　　　　　　7

　ただし，7・／7く1，すなわち擾乱圏外においてのみ適用

　　可能

　　・P・：台風の中心から距離7の点の気圧

　　、P。：台風の中心示度

　　P。。：擾乱圏外の気圧

　　　7・：擾乱の大きさ（台風の規模）で，台風の中心

　　　から距離7の点の気圧と中心示度の差が台風の深

　　　さの1／e÷O．37（7ニ7。としたとき）

を構成するパラメータと風速の時間的変化の関係を調

べ，おおむね観測点の平均風速万・pとの間に係数δで

結ばれる

　　矛。P一δ互（P。。一P。）　　　　　（2）
　　　　　7

の
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の関係のあることを確認した（Kariya　and　Furuichi，

1981）（第6図参照）．この関係を用いると，未来の気圧

を予測し，式（1）から（7・／7）（．P。。一．P・）を求め，観測

時刻のδまたは観測時刻より以前のいくつかのδの平

均的な値を乗じて，平均風速の未来値を予測できるが，

この関係は擾乱圏外においてのみ適用可能であることと

係数δのばらつきが大きいこと（例えば台風7119では

0．20～0。57，台風7926ではO．24～0．47など）から，なお

原ロモデルやHollandのユニバーサルモデルを用いて

検討をおこなう必要があると判断した．

　そこで，もっと直接的な方法である，その2．について

検討をおこなった結果，実用的に十分な相関性が観測点

の気圧傾度と風速間にある（相関係数が0．6以上）こと

が明らかとなったので，未来の風速頻度スペクトルを予

測するために第一次的な未来の平均風速を求める基本と

することにした．以下に，実際の観測風速をこの方法で

追跡して，実用性を確認した結果を示す．

　いま観測点の気圧を・P・P（云）とし，時刻あにおける

気圧傾度を

　　妬（の一1im孔P（あ＋∠！）一孔漁）　（3）
　　　幽　　∠∫→o　　　　∠云

　ただし，∠！：測定間隔

と定義する．しかし実際の計測では式（3）の溺を0

に近づけることはでぎないことと，観測時刻以後の気圧

1982年11月

0

第7図

　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　　　20

　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　エロ　ノ　　ロでラ

1響フlpressureGradient

台風接近時の観測点の気圧傾度と平均風速
との相関性．

を予測して風速を予測する立場から，実用的な気圧傾度

として

　　∠讐）一1聯向濤撃払1）｝／21（4）

　ただし，　　　あ：観測時刻

　　　　　あ一あ一1：測定間隔

　　　　　あ＋r猷予測間隔

を定義する．第7図は気象庁の公表データおよび著者ら

が観測したデータから二，三の台風について，各々，観

測時刻あとその二つ前の観測時刻あ一2における実測

気圧・P・P（のとP・P（疏2）を求め，時刻あ一1における

平均風速∂・p（疏1）との相関を求めた結果であり，この

図が示すように，一般的に観測点の気圧傾度と風速には

回帰直線

　　砺P（渉）一α∠禦）＋β　　　（5）

　　　　　　ただし，乙P・p（∫）／∠！は式（4）を用いるも

のとするで定式化できる関係があることがわかる．ここ

で風速か・p（！）には最大，最小，最頻風速いずれも適用可

能である（第8図参照）．このとき，各々の台風によって

定数α，βが異なるが，これは台風の規模，台風の観測点

に対する位置，台風のたどるコースなどによるもので，

37



1136 台風接近時に観測点で未来の風速一頻度スペクトルを予測する基礎的考察
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いわゆる台風接近の性質に起因するものである．

　次に，以上の関係を用いて，実際に観測した風速（こ

こでは平均風速）を追跡して実用性の確認をおこなった

結果を示す．いま，ある台風が観測点に接近するとき

に，時刻云0，∫1，！2，……，渉祷こ気圧と風速が測定された

データがあるとする．式（5）が成り立ち，式（4）に

よって気圧傾度を求めるものとし，測定時刻1・より2

番目の測定時刻∫』2までの気圧傾度（実測された気圧か

ら計算した値，砿2の気圧は後で予測気圧となる）と

∫i司までの風速（実測された風速）を用いて，回帰直

線式（5）を求め，［定数α向，β向を決定し，風速

石。p（渉』2）（後で第一次的な予測風速となる）を求める］．

次に渉』3までの気圧傾度（！』3の気圧は後で予測気圧

となる）とあ＝2までの風速を用いて回帰直線式（5）を

求め，［定数α‘一2，β乞一2を決定し，風速5・p（1づ一3）（後で

第一次的な予測風速となる）を求める］．以下同様にし

て測定時刻が1単位進むごとにこの計算を繰り返し，

［αi＝3，β‘＝3を決定し，5・p（云‘＝4）を求める］，……操作を

繰り返してゆく．第9図は台風7916の観測データを基本

にして，平均風速〃・p（云）を1時間おきに追跡した結果で

あり（第9図（c），一〇一印），実測値（一△一印）によ

く追従している．このとき，予測理論の教えるところに

38
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MeaSure皿ent
Start　Ti皿e　　　　　　　　　　　　　1979．9．30

　　　　　　（c）MeanWind　Speed

　エ　　　　ロ
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気圧傾度と風速との相関係数による平均風

速の追跡（台風7916による）．

よれば，測定時刻∫乞よりいくつか前のデータで追跡す

る方が予測精度は向上することが一般に明らかにされて

いるので，気象庁の観測時刻も考慮に入れて6時間前の

データによって追跡した結果（第9図（c），一●一印），

過去のすべてのデータを使うよりも約3％の予測精度の
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1138 台風接近時に観測点で未来の風速一頻度スペクトルを予測する基礎的考察

向上が確認できた．また相関係数が非常に下がる場合

には，それを異常値と見なして，改めて相関係数をその

異常値を除いて求めなおし，追跡して見ると第9図（c）

の一◎一印となり，更に9％の予測精度の向上が確認で

きた．著者らは，ここに示した以外のいくつかの台風に

ついても，同様の結果を確認しており，この方法は観測

時刻以後の風速頻度スペクトルを予測する基本として実

用性のある方法と判断した．

　4・台風接近時の平均風速と風速頻度スペクトルの一

　　般的関係

　京都で観測した台風の風速頻度スペクトル∫（〃・p，R）

を平均風速の級に分け（級範囲：0．5m／s），級中点ごと

に集めて，更にその級に入る各分布の級（著者らは波高

分析器で風速分布を測定しているので，風速に対応する

チャネルが一一つの級になる　　1チャネルは1m／s）ご

とに平均することによって，第10図（a）に示すr台風

接近時の平均風速による風速頻度スペクトル形状」の一

般的傾向が求まる．このようにして作った風速頻度スペ

クトルをr平均化風速スペクトル」と呼ぶことにし，各

分布の平均値陶，σ，分散σ2砂，c（0は級を示’し，o＝1，

2，3，……）の関係を調べると，

　　σ2”，c＝0・0438μ2”，c＋0・5377，

　　　　　　　　相関係数プ・ニO．951　　　　　（6）

で回帰できる2次の関係を有する（第10図（b）参照）．

各級oに対する分布を正規分布

畑マ2訟，即｛一（∂鍔鈎（7）
　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン

と仮定すると，台風接近時の観測点における風速〃・pと

風速頻度の割合（％値）∫（〃・p）の一般的関係は式（6）

を用いて正規分布

　　　　　　　　　　　　1　　∫（砺P）一▽漏σ。4385％，＋α5377）exp

た．図（c）において，風速の小さいところで，式（8）

が平均化風速スペクトルの最頻風速密度および正規分布

と仮定した場合の平均風速に対する風速密度より下がる

理由は，台風接近に伴って二次的に誘発される地形，摩

擦力，熱伝導度，拡散などに支配される風の乱れが存在

すると考えてよいゐで，式（8）を台風接近時の平均風

速と風速分布を与える一般式と認定してよいと判断す

る．また正規性については，一般に強い風については成

り立つとされており，平均化風速スペクトルの最頻風速

密度と平均風速に対する風速密度の一致性からも十分裏

づけられる．

　5．観測時刻以後の風速頻度スペクトルの予測

　観測時刻右以後の時刻毎1の気圧・P・P（砿1）を予測

し，3章に示した方法で平均風速否。P（砿1）を予測し，

4章の関係を用いて，式（8）の否。Pに予測平均風速

矛。P（砿1）を代入して，平均化風速スペクトル！〈∂。P（砺）｝

を求める操作を，観測時刻を進めるごとに繰り返してゆ

くと，常に観測時刻より先の時刻の平均化風速スペクト

ルが求まる．当然，実際の風速頻度スペク トルとの違い
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で与えることができる．なお，第10図（c）に平均化風

速スペクトルの各平均風速仰，cと各0に対する分布の

最頻風速密度の関係（一●一），平均化風速分布を正規分

布と仮定した場合の各平均風速働，・に対する風速密度

（式（7）の正規分布の最大値）すなわち1／・／2πσ2。，c

の関係（一▲一），および式（8）の平均風速万・pに対

する風速密度（式（8）の正規分布の最大値）すなわち

1／＾／2π（O．043852。p＋0．5377）の関係（一〇一）を示し
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第11図
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（b）ExampleatMiddleWindSpeed

実際の風速頻度スペクトルと正規分布と仮

定した平均化風速スペクトルとの比較（台
風7916の任意の時刻による）．
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（b）

第12図

　　　　　10　　　　　15　　　　　20

　　　　　　　　　　WindSpeed一（m／s）

　　　　　　　　　　　　　　　Difference

Exa叩1eat皿iddleWindSpeed
　実際の風速頻度スペクトルと正規化風速スペクトルの差．
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　　Prediction　Effect

第13図　風速スペクトルの予測とその原理および実証

が生じるので，予測した平均化スペクトルをどのよう

に補正するかが間題となる．

　第11図は，著者らが測定した台風7916の任意の時刻に

おける風速頻度スペクトルを抽出して，その時刻におけ

る正規分布と仮定した平均化風速スペクトルと実際の風

速頻度スペクトルを比較した結果である（1979年9月30

日：9時，21時）．この差は，平均化風速スペクトルを

求める過程に立脚すれば，個々の台風が観測点に接近し

てくるときの性質（台風の観測点に対するコースや台風

の規模，地形や建造物による風の乱れ方など）を示す要

素として把握できる．そこで観測時刻以後の平均化風速

スペクトルを，より現実のスペクトルに近づけるために

は，この性質は急激には変化しないので，現観測時刻の

性質を検出し，先の時刻のスペクトルにその性質を与え

ればよい．そのためには現観測時刻の平均化風速スペク

トル∫〈〃。p（の｝，または現観測時刻の実際の風速頻度ス

ペクトル∫〈〃・p，R（の｝の平均矛・p，R（のと分散σ2”，・p，R

（のによって正規化した風速スペクトル（これを正規化

風速スペクトルと呼ぶことにする）∫｛〃・p，訳の｝（式（7）

のびcを矛。p，R（のに，σ”，cをσ”，。p，R（∫i）におきかえ

たスペクトル）と実際の風速頻度スペクトルノ｛〃・p，R（の｝

との差

　　∫｛0・P（の｝イ〈び・P，R（の｝　　　　　（9）

　または，

　　∫｛〃・P，N（の｝一∫〈〃・P，R（の｝　　　　　　　（10）

42

を求め，これに観測時刻までの気圧傾度と平均風速との

相関係数7c（矛・p，∠P・p／∠云）を重みとして掛け，観測時

刻以後の予測する平均風速矛・p（転1）と観測時刻の平均

風速矛・p，R（のとの差だけずらして，予測平均化スペク

　　ムトルノ’｛〃・p（あ＋1）｝に加える．すると最終的に予測風速ス

ペクトルは，

　　ハ　　∫〈∂・P（！づ＋1）｝ニ〔［ノ〈否・P（の｝一ノ⑦・P，R（の｝］7・（万・P，

　　　∠P・P）＋｛否。p（あ＋、）一矛。p（の｝〕＋∫｛〃。p（あ＋1）｝

　　　　∠∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）

　または，

　　ム　　∫〈〃・P（渉‘＋1）｝＝〔［プ〈∂・P，亙（！¢）｝一∫〈∂・P，R（∫¢）｝］7・（矛・P，

　　　∠砺）＋ω。p（あ＋1）ゆ。p（の｝〕＋∫〈〃。p（あ＋1）｝

　　　　∠∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）

で求まる．

　第12図は第11図に示したスペクトルより1時間前の正

規化スペクトルと実際の風速頻度スペクトルの差を求め

た結果である．また第13図は式（12）に基づいて，台風

7916の実測データにより，！‘を1979年9月30日の8，14，

20，21時に選び，それらの時刻より1時間先の9，15，
　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
21，23時の予測風速スペクトル！〈び。p（あ＋1＝9h）｝，ノ

｛〃。P（∫i＋1＝15h）｝・・…・を求め（●印），その時刻の実際の

風速頻度スペクトル∫〈σ・p，R（あ＋1＝9h）｝，ノ｛〃。p，R（渉i＋1

＝15h）｝，……（　実線）と比較した結果であり，十

、天気”29．11．
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第14図　台風接近時の観測点の気圧の予測（予測式による）．

分な予測効果を示している．

　6．台風接近時の観測点の気圧の予測

　2～5章で観測時刻以後の気圧が予測できることを前

提にして，台風接近時の現観測時刻以後の風速頻度スペ

クトルを予測する基本的方法について検討した．ここで

は気圧の予測に常微分方程式の数値解析法に用いる予測

式

　　ツ々＋1一フた一34h（2ぬ一2一ツ，々一1＋2ノ々）　（13）

　　　　　　　　3

　ただし，ハはZ一フ座標における∬Q点hに対する

　　フの値，hは∬の点のきざみ幅

を用いて気圧が予測できることを示す．それは気圧の変

化は急激には変わらないことを前提とし，各観測時刻に

対する気圧の微分値が2次のバラボラ形と仮定できるこ

1982年11月

とを条件とすれば，式（13）は予測に十分使える式である

からである．いま式（13）を時刻！‘における気圧傾度，

すなわち微分値に相当する値，を測定データから求める

のに式（4）を用いるとして，1測定間隔の2倍をきざ

み幅とすることによって，次のように与える．

　　P（あ＋1）一P（あ一7）＋三丁く2P！（あ一1）一Pノ（あ一3）

　　　　　　　　　　　3
＋2jP’（渉乞一5）｝

ただし，，llllrll鐸笥

（14）

（15）

この式によって観測時刻あ以後の時刻砺1の気圧

43
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，P（砿1）を，本論文の各検討に使った台風7916の観測気

圧をを基に追跡した結果が第14図（b）であり，同図（a）

　　　　　　　　　　　　　　　　ムの予測気圧と実際の観測気圧との差P（あ＋1）一・P（渉‘＋1）か

ら，観測気圧の0・5％以内で，十分実用的な予測が可能

であることを示してている．なお式（14）に修正式を併

用して精度を高めること，気圧傾度を直接測定して気圧

傾度の予測を実行することも可能であると考えられる．

　7．おわりに

　著者らがランダム変動を示す多くの計測対象の計測方

法として実行している振幅確率密度分布推移計測法に

よって，台風接近時の観測点における現観測時刻以後の

風速頻度スペクトルを予測する基本的方法について検討

した．気象予測においては，多くの観測データや過去の

現象の解析を基にして，予測がおこなわれるのが一般的

であるが，観測点のみにおいて得られる測定データから

予測をおこなう方法の確立も，今後の地域災害や農作物

に対する被害の防災には重要である．本報で検討した方

法を更に発展させ，マイクロコンピュータと優れた解析

機器を併用したコンパクトな移動計測システムを構成す

れば，とくに地域災害予知に貢献できるものと信じてい

る．紙面の都合上，多くの台風接近時のデータについて

確認した結果を示せなかったが，これらについては次の

機会に報告する．また，以上の検討を基に，目下ハード

的システムの構成をおこなっているが，近く観測点にお

ける未来の風速頻度スペクトルが自動記録，追跡できる

ようになるので，これについても次の機会に報告する．

このハードシステムには，風向の頻度スペクトルが有効

に使われており，台風の通過，転向などの判断に重要な

役割をはたすことになる．
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